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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、特徴的なAsp-Glu-Ala-Asp（DEAD）モチーフを含むタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。これらのタンパク質は推定上のRNAヘリカーゼであり、翻訳開始、核およびミトコンドリアのスプライシング、リボソームおよびスプライソソームの組み立てなど、さまざまな核プロセスに関与している可能性があります。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。疑似遺伝子は1番染色体と12番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2016年2月],ドメイン：Qモチーフは、RNAヘリカーゼのDEADボックスファミリーに特有の特徴であり、ATPの結合と加水分解を制御します。,機能：推定ATP結合RNAヘリカーゼ。,類似性：DEADボックスヘリカーゼファミリーに属します。,類似性：DEADボックスヘリカーゼファミリーに属します。 DDX55/SPB4サブファミリー。,類似性:1つのヘリカーゼATP結合ドメインを含む。,類似性:1つのヘリカーゼC末端ドメインを含む。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	DDX55抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したDDX55ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

